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森の防潮堤づくり
２月17日（日）に浅羽南自治会連合会主催で、西同
笠生活環境保全林において、植樹会が開催されまし
た。強い西風の吹く中、海岸に新しい森を誕生させ
るため、参加者一同で苗木を植えました。

●２月定例会の概要 …………
●市政に対する一般質問 ……
●常任委員会レポート ………
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◎
議
決
し
た
主
な
議
案

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

　

平
成
31
年
度
の
予
算
額
は
、
3
3
9
億
6
0
0
0

万
円
で
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

5
・
0
%
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

〈
主
な
新
規
事
業
〉

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
1
億
4
0
0
0
万
円

　

地
域
に
お
け
る
消
費
の
喚
起
を
図
る
た
め
、「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
発
行
（
全
額
国
補
助
）

●
商
工
会
議
所
建
設
費
補
助
金
…
…
7
5
0
0
万
円

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
滞
在
型
観
光
の
振
興

を
図
る
た
め
、
ど
ま
ん
な
か
袋
井
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
が
主
体
と
な
っ
て
建
設
す
る
（
仮
称
）
新
産
業

会
館
の
う
ち
商
工
会
議
所
に
係
る
建
設
部
分
に
つ

い
て
静
岡
県
と
連
携
し
て
支
援

●
妊
産
婦
支
援 

…
…
3
1
0
1
万
円

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
を
構
築

●
小
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業
…
…
1
3
8
2
万
円

　

市
内
小
学
校
の
3
年
生
か
ら
5
年
生
児
童
全
員

に
、
漢
字
検
定
・
算
数
検
定
を
実
施

●
外
国
人
の
た
め
の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動

画
作
成 

…
…
5
8
0
万
円

　

日
本
の
制
度
や
地
域
の
ル
ー
ル
を
外
国
人
の
視

点
で
ま
と
め
た
動
画
を
作
成

〈
主
要
な
事
業
〉

●
総
合
体
育
館
整
備
及
び
運
営
事
業

…
…
19
億
2
8
4
9
万
円

　

今
秋
に
竣
工
し
、12
月
に
は
「
さ
わ
や
か
ア
リ
ー

ナ
袋
井
」
プ
レ
オ
ー
プ
ン

●
袋
井
消
防
庁
舎
・
袋
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

…
…
7
億
3
8
1
5
万
円

　

令
和
2
年
1
月
に
竣
工
し
、
4
月
開
署
予
定

●
基
幹
道
路
の
整
備
事
業
…
…
4
億
4
7
6
7
万
円

　

都
市
計
画
道
路
山
梨
中
央
通
り
線
・
諸
井
山
の
手

線
の
整
備
な
ど

2月定例会

新
年
度
予
算
は
、
い
ず
れ
も
可
決

　

市
議
会
は
、
2
月
定
例
会
を
2
月
25
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
袋
井
市
公
共
施
設
等
適
正
管
理
基
金
条
例
の

制
定
な
ど
30
議
案
と
、
議
員
か
ら
は
、
袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
（
詳
細
は
11
頁
参
照
）
の
1
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
15
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

JR袋井駅北口市有地に建設される（仮称）新産業会館のイメージ図JR袋井駅北口市有地に建設される（仮称）新産業会館のイメージ図（出典：株式会社アール・アイ・エー）（出典：株式会社アール・アイ・エー）
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●
袋
井
駅
南
ま
ち
づ
く
り
事
業
…
…
4
億
1
6
5
1
万
円

　

袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
、
メ

デ
ィ
カ
ル
地
区
・
商
業
地
区
の
調
整
・
支
援

●
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

 

…
…
2
億
7
6
5
0
万
円 

　

総
合
体
育
館
敷
地
内
の
緑
地
広
場
や
周
辺
道
路

の
整
備
な
ど

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
域
づ

く
り
事
業　
　
　
　
　

…
…
2
億
6
6
0
2
万
円

　
「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
交
付
金
」
に
よ
る
活
動

支
援

●
袋
井
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業     

…
…
2
億
8
6
4
万
円

　

袋
井
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
な

が
ら
、
西
側
駐
車
場
に
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
建
設

平
成
31
年
度
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
7
特
別
会
計
の

予
算
総
額
は
、
1
6
8
億
4
8
3
0
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
1
・
0
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
31
年
度
企
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
26
億
7
9
0
0
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
8
・
2
%
の
増
額
、
病
院
事

業
会
計
予
算
は
19
億
3
5
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
7
・
3
%
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
5
号
と
第
6
号
が
あ
り
、

主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
5
6
0
0
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の

一
般
会
計
予
算
総
額
は
3
4
8
億
1
5
0
0
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
〈
第
5
号
〉（
主
な
も
の
）

●
経
営
体
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金

…
…
1
億
8
5
5
0
万
円

　

台
風
24
号
に
よ
り
被
災
し
た
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
復
旧
、
施
設
の
撤
去
な
ど
農
業
者
へ
の

支
援

●
浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
負
担
金  

 

…
…
8
6
1
4
万
円

　

台
風
24
号
に
よ
り
組
合
の
管
理
す
る
施
設
が
、
被

災
し
修
繕
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
組
合
規
約
に
基

づ
き
負
担

●
公
共
施
設
等
適
正
管
理
基
金
積
立
金

…
…
1
億
9
3
0
万
円

●
総
合
体
育
館
整
備
事
業
…
△
2
億
1
8
7
2
万
円

　
〈
第
6
号
〉

●
袋
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事        

 

…
…
1
1
0
0
万
円

条
例
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
公
共
施
設
等
適
正
管
理
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

公
共
施
設
等
の
保
全
や
改
修
、
処
分
に
要
す
る

費
用
な
ど
の
財
源
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
基
金

を
創
設
し
、
そ
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
必
要

な
事
項
を
定
め
る
条
例
を
新
た
に
制
定
す
る
も
の

で
す
。

●
袋
井
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

  

施
設
運
営
及
び
維
持
管
理
の
財
源
を
確
保
し
て
い

く
た
め
、
本
年
4
月
か
ら
こ
れ
ま
で
無
料
と
し
て

い
た
市
内
の
60
歳
以
上
の
方
の
使
用
料
を
半
額
負

担
し
て
い
た
だ
く
よ
う
規
定
す
る
と
と
も
に
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
（
11
人
）
の
う
ち
、
令
和
元

年
6
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
委
員

に
つ
い
て
、
市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り

同
意
し
ま
し
た
。

  

任
期
は
、
令
和
元
年
7
月
1
日
か
ら
3
年
間

で
す
。

 

・
名
倉　

哲
良
（
下
新
池
）
再
任

 

・
立
石　

泰
広
（
新
堀
）
新
任

 

・
中
島　
　

圓
（
浅
羽
）
新
任

　

2
月
4
日
に
市
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、
2

議
案
と
4
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
・
承
認
し

ま
し
た
。

人
事
（
敬
称
略
）

●
副
市
長

　

鈴
木　

茂
（
堀
越
一
丁
目
）
再
任

専
決
処
分
の
承
認

●
袋
井
市
駐
車
場
条
例
及
び
袋
井
市
自
転
車

　

等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

2月臨時会
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市政に対する 一般質問
問 

「
国
保
」
の
保
険
料
負
担
率
は
10
・

5
%
と
、「
協
会
け
ん
ぽ
」
7
・
5
%
、「
組

合
健
保
」
5
・
8
%
に
比
べ
高
い
。
本
市

と
し
て
も
賦
課
方
法
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
。「
資
産
割
」
の
廃
止
は
、
県
の
保
険

料
統
一
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
検
討
す
べ

き
で
は
。

答 

県
内
の
標
準
的
算
定
方
式
は

「
所
得
割
」「
均
等
割
」「
平
等
割
」

の
3
方
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
資

産
割
」
の
段
階
的
な
廃
止
を
行
う
よ

う
、
時
期
も
含
め
て
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

0
歳
児
か
ら
一
人
あ
た
り
3
万
2
5

0
0
円
の
「
均
等
割
」
が
課
せ
ら
れ
る
。

子
育
て
支
援
か
ら
も
、
子
ど
も
の
「
均
等

割
」
は
軽
減
で
き
な
い
か
。

答 

本
市
独
自
の
減
免
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。
全
国
市
長
会
を
通
じ

て
、
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
を
軽
減

す
る
制
度
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問 

袋
井
駅
北
口
市
有
地
活
用
事
業
の
た

め
、
突
然
、
強
引
に
駐
輪
場
が
閉
鎖
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
利
用
者
へ
周
知
し
た

の
か
。

答 

2
月
1
日
か
ら
一
時
中
止
に
つ

い
て
、
当
施
設
利
用
者
へ
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

駐
車
場
や
駐
輪
場
に
掲
示
し
た
。
ま

た
、
住
所
の
わ
か
る
定
期
利
用
者
に

も
郵
送
で
周
知
し
た
。

浅
田 

二
郎 

議
員

問 

こ
の
取
り
組
み
に
は
欠
か
せ
な
い
医

療
・
介
護
人
材
の
育
成
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

答 

国
が
定
め
た
「
人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
沿
っ
て
、
緩
和
ケ
ア
専
門
医
や
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師
等
を
交
え
た
医

療
介
護
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

認
知
度
の
低
い
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
市
民
に
ど
う
周
知
し
て

い
く
の
か
。

答 

愛
称
が
「
人
生
会
議
」
と
い
う
、

な
じ
み
や
す
い
言
葉
に
な
っ
た
こ
と

を
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
今
後
も
市
民

講
座
や
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
の
会
議
な
ど
で
の
案
内
、ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
知
識
の
啓
発

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
啓
発
活

動
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

本
市
の
防
災
対
策
に
組
み
入
れ
、
普

及
し
て
い
く
考
え
は
。

答 

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
っ
た
自
ら
の
行

動
計
画
で
、
逃
げ
遅
れ
の
防
止
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
普
及
事
業
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
県
と
も
連
携
を

図
り
、
市
民
が
地
域
の
水
害
リ
ス
ク

を
正
し
く
認
識
し
、
適
正
な
避
難
行

動
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

国
保
税
賦
課
方
式
の
改
善
を

駅
前
駐
輪
場
の
閉
鎖
手
続

は
適
切
だ
っ
た
か

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
推
進

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
は

袋井駅北口仮設駐輪場

動画 タイムラインで災害に立ち向かう 
(出典:国土交通省ホームページ http://www.mlit.go.jp/river/bousai/timeline/)
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問 

な
ぜ
公
立
で
や
る
と
決
定
で
き
な
い

の
か
。
施
政
方
針
で
重
点
政
策
の
1
番
目

に
教
育
を
あ
げ
、
質
の
高
い
教
育
の
推
進

と
述
べ
な
が
ら
、
民
設
民
営
が
望
ま
し
い

と
述
べ
る
理
由
が
理
解
で
き
な
い
。

答 

就
学
前
教
育
・
保
育
は
、
公
立

民
間
い
ず
れ
に
も
優
れ
た
点
が
あ

る
。
民
間
の
場
合
は
国
・
県
か
ら
補

助
が
あ
り
、
市
の
財
政
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。
幼
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

て
い
く
こ
と
、
小
中
学
校
と
連
携
し

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
を
受
け

入
れ
る
こ
と
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
で
き
る
こ
と
を
勘
案
し
て
運

営
法
人
を
選
定
し
た
い
。

問 

入
居
申
し
込
み
時
は
、
条
例
に
連
帯

保
証
人
2
人
の
連
署
す
る
誓
約
書
提
出
と

あ
る
が
、
1
人
に
改
正
で
き
な
い
か
。

答 

最
近
県
内
の
市
で
も
1
人
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
早
急
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 

袋
井
の
お
茶
を
市
民
や
市
役
所
に
来

る
市
外
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

1
階
ロ
ビ
ー
に
給
茶
機
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

答 

袋
井
茶
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
だ
が
、

設
置
場
所
、
給
排
水
工
事
費
用
、
給

茶
機
の
リ
ー
ス
代
や
茶
葉
の
費
用
、

毎
日
の
機
器
管
理
の
手
間
な
ど
課
題

も
あ
る
。

竹
野 　

昇 

議
員

問 

農
業
振
興
地
域
に
つ
い
て
、
認
定
農

業
者
に
限
り
都
市
計
画
税
の
免
除
は
で
き

な
い
か
。

答 

特
定
の
業
種
や
個
人
に
対
す
る

税
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
地
方
税
法

や
条
例
で
規
定
す
る
、
公
共
性
や
公

益
性
が
高
い
業
種
、
天
災
に
よ
る
被

災
者
や
税
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
へ
の
減
免
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
免
除
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

農
家
資
格
に
は
、
50
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
所
有
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
緩

和
で
き
な
い
か
。

答 

地
域
の
平
均
的
な
経
営
規
模
や

新
規
就
農
を
促
進
す
る
う
え
で
、
現

在
、
市
農
業
委
員
会
で
は
、
小
規
模

農
家
の
農
地
取
得
や
新
規
就
農
者
の

促
進
、
耕
作
放
棄
地
の
抑
制
な
ど
を

目
的
に
、
下
限
面
積
を
下
げ
て
い
く

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問 

幼
稚
園
・
保
育
所
等
や
学
校
に
お
け

る
児
童
虐
待
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

答 

子
ど
も
に
不
審
な
傷
や
あ
ざ
が
な

い
か
を
日
常
的
に
教
員
が
目
視
を
し
て
い

る
。
学
校
で
は
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
人
面
談
等
を
実
施

し
、
子
ど
も
の
悩
み
を
聞
く
中
で
、
虐
待

の
疑
い
が
な
い
か
確
認
を
し
、
子
ど
も
の

S
O
S
に
気
付
く
よ
う
努
め
て
い
る
。

山
田 

貴
子 

議
員

（
仮
称
）袋
井
南
認
定
こ
ど
も
園

袋
井
の
お
茶
の
振
興
を

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に

営
農
類
型
別
認
定
農
業
者

の
拡
大
と
支
援
策

市
営
住
宅
入
居
保
証
人

笠原地区のお茶畑

市内の田園風景
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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

戸
塚 

文
彦 

議
員

問 

袋
井
版
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
対
策
は
。

答 

国
語
、
算
数
、
数
学
の
基
礎
基

本
の
定
着
を
目
指
し
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
だ
。
幼
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
で
、
幼
児
期
に
学
び
に
向
か
う
力

の
育
成
や
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
学

力
の
向
上
に
よ
り
、
中
学
卒
業
時
の

学
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問 

幼
児
か
ら
の
学
習
意
欲
向
上
の
対
策

は
。答 

就
学
前
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

各
園
の
教
育
計
画
に
位
置
付
け
、
3

歳
児
で
「
生
活
習
慣
」
4
歳
児
で
「
学

び
に
向
か
う
力
」
5
歳
児
で
「
思
考
・

表
現
の
基
礎
と
な
る
力
」
を
育
て
、

小
1
か
ら
の
学
習
態
度
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
小
1
プ
ロ
ブ
レ

ム
対
策
に
は
幼
小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
し
、市
内
公
立
の
幼
稚
園
・

保
育
所
・
こ
ど
も
園
、
小
学
校
で
実

施
し
円
滑
な
幼
小
接
続
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

問 

体
育
施
設
の
躯
体
や
備
品
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
専
門
家
を
交
え
た
協
議

は
し
て
い
る
か
。

答 

現
在
、
市
職
員
に
よ
る
年
1
回

の
点
検
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
随

時
修
繕
、
備
品
交
換
を
し
て
い
る
。

今
後
は
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
防
保
全
を

進
め
る
計
画
を
2
0
2
0
年
ま
で
に

策
定
し
て
い
き
た
い
。

木 

下 　

正 

議
員

問 

就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・
保
育
の

あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
で
は
「
今
後

概
ね
10
年
に
お
け
る
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
1
小
学
校
区
1
公
立
園
を
存
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
あ
る
が
、

こ
の
方
針
を
早
々
転
換
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
。

答 

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」

と
い
う
新
た
な
方
向
性
が
示
さ
れ
無

償
化
に
よ
る
市
の
財
政
負
担
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
民
設
民
営

の
形
態
で
進
め
た
い
。

問 

運
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
民
営
化
あ

り
き
で
は
な
く
、
保
護
者
や
地
元
住
民
の

皆
さ
ま
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
、
決
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

地
域
の
皆
さ
ま
や
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
、
市
の
情
報
を
示
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
を
し
、

ご
理
解
い
た
だ
く
中
で
、
3
園
統
合

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

車
の
燃
料
メ
ー
タ
ー
が
半
分
に
な
っ

た
ら
満
タ
ン
に
す
る
こ
と
や
、
暖
房
用
の

灯
油
1
缶
余
分
に
持
つ
こ
と
で
災
害
時
の

市
民
の
安
心
度
が
高
ま
る
の
で
は
。

答 

静
岡
県
石
油
業
協
同
組
合
と
連

携
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ふ
く

ろ
い
へ
の
掲
載
、
防
災
講
話
や
地
域

防
災
対
策
会
議
で
の
周
知
な
ど
積
極

的
に
市
民
に
呼
び
掛
け
て
い
き
た

い
。

学
力
の
向
上
に
関
す
る
課
題
解
決

（
仮
称
）
袋
井
南
認
定
こ
ど

も
園
の
運
営
形
態

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

現
状
と
今
後

「
満
タ
ン
&
灯
油
1
缶
プ
ラ

ス
運
動
」
を
提
案

満タン&灯油プラス1缶を啓発するのぼり

袋井体育センター
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問 3 D
ays W

orker
’s O

ffice 

構

想
と
の
関
連
で
宣
言
し
た
ら
ど
う
か
。

答 

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
高
齢

者
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
の
方

針
と
実
施
体
制
を
明
確
に
し
た
上

で
、
本
稼
働
の
際
に
は
人
生
1
0
0

年
時
代
に
適
応
し
た
「
生
涯
活
躍
で

き
る
ま
ち
・
袋
井
」
を
宣
言
し
て
い

き
た
い
。

問 

「（
仮
称
）
ふ
く
ろ
い
共
生
会
議
」
の

設
立
を
提
唱
す
る
が
。

答 

昨
年
7
月
に
設
置
し
た
「
袋
井

市
多
文
化
共
生
推
進
懇
話
会
」
と
目

的
や
性
格
が
基
本
的
に
同
じ
な
の

で
、
今
後
も
同
会
議
を
引
き
続
き
開

催
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
合
議
体

と
な
る
よ
う
、
懇
話
会
の
定
数
や
選

出
区
分
な
ど
、
委
員
構
成
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問 

先
生
方
に
学
力
と
し
て
の
知
識
の
定

着
に
不
安
の
声
は
な
い
か
。

答 

こ
の
授
業
形
式
の
主
た
る
ね
ら
い
は
、

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
と
い
っ
た
考
え

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
あ
り
、
教
員
が

児
童
生
徒
の
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
学
習
の
定
着
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
基
礎
基
本
の
定
着

を
目
指
す
授
業
も
大
切
で
あ
る
。

近
藤 

正
美 

議
員

問 

市
内
各
施
設
の
入
所
者
、
待
機
者
の

状
況
は
。

答 

定
員
4
7
0
人
の
内
4
4
4
人

が
入
所
し
（
本
年
2
月
1
日
現
在
）、

1
0
1
人
が
待
機
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
当
面
在
宅
で
の
生
活
を
希
望
す

る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
入
所
の
必
要
性

の
高
い
方
か
ら
順
次
入
所
で
き
る
見

通
し
で
あ
る
。

問 

在
宅
介
護
者
を
最
期
ま
で
看
取
る
在

宅
医
療
体
制
の
現
状
は
ど
う
か
。

答 

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
に

は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
課
題
で
あ

り
、
こ
う
し
た
課
題
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
医
師
の
指
示
に

基
づ
き
医
療
処
置
が
行
え
る
訪
問
看

護
サ
ー
ビ
ス
が
有
効
と
考
え
て
い

る
。

問 

本
市
で
は
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し

て
い
る
が
、
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
児
童

生
徒
の
調
査
、
指
導
は
行
っ
て
い
る
か
。

答 

毎
年
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

き
就
学
不
明
の
外
国
人
児
童
生
徒
の

家
庭
訪
問
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
4
人
が
就
学
し
て
い
な

か
っ
た
が
、就
学
す
る
よ
う
指
導
し
、

現
在
は
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

寺
田 　

守 

議
員

在
宅
医
療
体
制
の
状
況
は

袋
井
版
「
70
歳
現
役
都
市
」

を
宣
言
し
て
は

多
文
化
共
生
社
会
へ
の

対
策
は

一
貫
教
育
の

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
の
現
状
は

就
学
不
明
の
外
国
人
児
童
生

徒
へ
の
取
り
組
み

浅羽東小学校　授業風景

特別養護老人ホーム
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市政に対する 一般質問
問 

タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
出
退
勤
時
刻

の
記
録
と
、
超
過
勤
務
時
間
の
把
握
は
ど

う
か
。

答 

こ
れ
ま
で
は
教
員
の
自
主
申
告

制
だ
っ
た
が
3
月
か
ら
全
学
校
に
タ

イ
ム
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
。
1
月
ま

で
の
10
カ
月
間
で
は
土
日
の
部
活
動

を
含
む
月
平
均
の
超
過
勤
務
時
間

は
、
小
学
校
約
47
時
間
、
中
学
校
約

73
時
間
。
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る

80
時
間
を
超
え
て
い
る
教
職
員
数

は
、
月
平
均
で
小
学
校
28
人
、
中
学

校
65
人
と
な
っ
た
。

問 

学
校
・
教
員
が
担
っ
て
き
た
業
務
の

見
直
し
は
ど
う
か
。

答 

各
校
で
行
事
や
会
議
の
削
減
・

精
選
に
よ
り
、教
育
活
動
の
見
直
し
・

改
善
を
図
っ
て
い
る
。
2
0
2
0
年

度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全

実
施
に
伴
い
、
水
泳
大
会
や
陸
上
大

会
、
音
楽
発
表
会
の
課
外
活
動
は

2
0
1
9
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す

る
。

問 

教
員
の
働
き
方
に
対
す
る
意
識
改
革

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答 

学
校
閉
庁
日
の
設
定
、
留
守
番

電
話
の
設
置
、
校
務
シ
ス
テ
ム
や

I
C
T
機
器
の
導
入
、
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
に
よ
る
支
援
員
や
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
、
部
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
を
実
施

し
て
き
た
。各
校
で
は
、校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
教
員
が
時
間
管

理
の
重
要
性
に
目
を
向
け
、
効
率
的

に
仕
事
を
行
い
、
働
き
方
に
対
す
る

意
識
改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

佐
野 

武
次 

議
員

問 

虐
待
事
例
に
、
即
応
で
き
る
体
制
は

構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

平
成
19
年
4
月
か
ら
袋
井
市
要

保
護
児
童
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
し
あ
わ
せ
推
進
課
と

家
庭
児
童
相
談
室
を
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
と
位
置
付
け
、
全
て
の

子
ど
も
と
家
庭
等
を
対
象
に
、
関
係

機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
家
庭

支
援
や
児
童
虐
待
事
例
に
、
即
座
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問 

豊
富
な
経
験
や
専
門
的
な
知
識
を
習

得
し
た
職
員
は
、
人
事
の
配
置
を
固
定
し

て
は
。

答 

人
事
異
動
は
適
材
適
所
を
第
一

に
考
え
、
職
員
の
意
向
や
経
験
も
考

慮
し
行
っ
て
い
る
が
、
今
か
ら
の
時

代
、
専
門
性
を
要
す
る
こ
と
や
そ
の

方
が
よ
り
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
な

ど
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

退
職
者
が
多
い
が
、
幼
稚
園
等
の
運

営
上
の
支
障
や
職
員
の
負
担
は
増
加
し
て

い
な
い
か
。

答 

正
規
職
員
は
確
保
で
き
て
い
る

が
、
代
替
職
員
等
の
確
保
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
担
任
の
職
員
配
置
や

園
の
運
営
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
り
、
今
後
も
園
運
営
を
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
職
員
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
。

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善
は

児
童
虐
待
へ
の
対
応
は

職
員
の
人
事

幼
稚
園
や
保
育
所
等
職
員

の
現
状
は

山名小学校　授業風景

袋井市役所
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問 

袋
井
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か

ら
の
要
望
書
の
評
価
と
要
望
事
項
の
事
業

化
の
意
向
は
。

答 

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
多
く
の
住
民
が
関
わ
り
、
作
り

上
げ
た
大
変
意
義
の
あ
る
要
望
書
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
事
業
化
に

つ
い
て
は
、
要
望
書
の
趣
旨
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
た
上
で
、
市
全
体
の
施

設
配
置
計
画
や
財
政
計
画
と
の
調
整

を
図
り
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問 

油
山
寺
の
門
前
の
振
興
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。 

答 

油
山
寺
の
関
係
者
や
地
域
の

方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
、
門
前
の

街
並
み
形
成
に
向
け
て
地
域
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

敷
地
内
の
土
壌
汚
染
に
対
す
る
対
策

は
。答 

廃
家
電
置
場
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、

東
側
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
、
人
が

出
入
り
で
き
な
い
対
策
を
し
て
い
る
が
、

西
側
な
ど
か
ら
出
入
り
す
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
人
の
出
入
り

を
防
止
す
る
措
置
等
に
つ
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
井 

勝
彦 

議
員

問 

女
性
活
躍
推
進
企
業
を
応
援
す
る
本

市
の
取
り
組
み
は
。

答 

女
性
活
躍
推
進
に
取
り
組
む
企

業
を
応
援
す
る
本
市
独
自
の
助
成
制

度
や
認
証
制
度
は
現
在
な
い
が
、
積

極
的
に
取
り
組
む
先
進
事
例
を
参
考

に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問 

本
市
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
取
り
組

み
は
。

答 

産
学
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
係

る
県
内
大
学
の
動
向
や
、
国
・
県
の

助
成
制
度
な
ど
の
情
報
収
集
に
も
努

め
、
将
来
的
に
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
市
民
が

容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報
提
供

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問 

2
0
2
0
年
4
月
よ
り
、
小
学
校
で

も
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
実
施
に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答 

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
思
考
ツ
ー

ル
の
一
つ
で
あ
る
ス
テ
ッ
プ
チ
ャ
ー
ト

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ベ
ー
ス
と
な
る
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
基
本
的
に
同
じ
考
え

で
あ
り
、
既
に
、
本
市
で
は
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

森
杉 

典
子 

議
員

要
望
書
の
事
業
化
は

国
本
廃
家
電
の
処
理
の

取
り
組
み
状
況
は

油
山
寺
の
観
光
振
興
の

取
り
組
み
と
支
援
は

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進

小
学
校
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　　　

要望書に盛り込まれた袋井方面隊第5分団小屋(車庫)

リカレント教育
（出典:文部科学省ホームページ http://www.mext.go.jp/）
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市政に対する 一般質問

問 

祝
い
の
儀
に
あ
わ
せ
て
祝
賀
行
事
の

開
催
を
希
望
す
る
市
民
の
気
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。
提
灯
行
列
等
市
民
が
一
同
に
介

し
、
お
祝
い
を
す
る
こ
と
で
新
た
な
歴
史

が
生
ま
れ
る
と
思
う
が
。

答 

自
治
会
や
連
合
会
長
、
地
域
の

方
々
の
意
向
が
重
要
に
な
る
た
め
、

今
後
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

問 

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、
農
地
付
き

空
き
家
事
業
を
、
今
井
・
三
川
・
笠
原
・

宇
刈
地
区
等
に
限
定
し
て
導
入
し
、
重
点

的
な
政
策
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

農
地
付
き
空
き
家
事
業
の
導
入

は
、遊
休
農
地
が
認
め
ら
れ
る
地
域
、

自
治
会
単
位
で
の
エ
リ
ア
を
設
定
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
、

市
農
業
委
員
会
と
の
協
議
が
必
要
に

な
っ
て
い
く
。

問 

軽
度
の
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
し
、
幼

稚
園
や
小
学
校
へ
の
訪
問
看
護
は
実
費
負

担
と
な
る
。
家
庭
や
学
校
へ
の
負
担
軽
減

策
は
な
い
か
。

答 

医
療
的
ケ
ア
児
の
中
で
も
、
軽

度
の
医
療
的
ケ
ア
児
は
対
象
者
も
少

な
い
。
小
学
校
に
入
学
後
は
、
難
病

患
者
等
介
護
家
族
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
の
就
学
支
援
事
業
に
該
当
す
る
の

で
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

問 

本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
幼
児

教
育
と
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
3
歳

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
対
象
と
な
る
。
本

市
が
認
識
す
る
課
題
は
何
か
。

答 

課
題
に
つ
い
て
主
に
3
点
を
想

定
し
て
い
る
。
1
点
目
は
、
子
育
て

世
代
の
就
労
が
一
層
進
み
、
幼
稚
園

で
な
く
保
育
所
等
を
選
択
す
る
保
護

者
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
育

所
等
の
定
員
の
拡
充
が
必
要
と
な
る

点
。
2
点
目
に
、
無
償
化
に
よ
り
公

立
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
収
入
が
大

幅
に
減
額
と
な
る
点
。
3
点
目
に
、

幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
が
実
質
ほ
ぼ

無
料
と
な
る
た
め
、
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
利
用
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
的
負
担
が
増

加
す
る
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
に

は
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
。

国
の
財
政
措
置
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
全
国
市
長
会
を
通
し
て
対
応
を

要
望
し
て
い
る
。

問 

無
償
化
の
対
象
外
で
あ
る
実
費
徴
収

に
関
し
て
課
題
は
。

答 

行
事
費
用
や
通
園
バ
ス
代
、
給

食
に
か
か
る
経
費
の
う
ち
、
今
回
の

制
度
改
正
に
よ
り
、
主
食
費
に
加
え

副
食
費
に
つ
い
て
も
、
各
園
に
よ
る

実
費
徴
収
と
な
る
。各
園
に
お
い
て
、

そ
の
金
額
の
差
異
が
生
じ
る
が
、
世

帯
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
各
園
の
実

費
徴
収
と
な
る
こ
と
か
ら
、
低
所
得

世
帯
は
現
在
よ
り
も
負
担
増
と
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
新
た
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

新
天
皇
祝
賀
行
事
開
催

保
育
料
無
償
化
の
課
題
対
応

袋
井
市
の
農
業
振
興

障
害
児
看
護
支
援
事
業

山梨幼稚園

豊橋市で行われている障害児看護支援事業の概要図
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問 

袋
井
市
医
療
救
護
体
制
に
聖
隷
袋
井

市
民
病
院
を
二
次
救
護
所
と
し
て
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答 

現
在
の
体
制
は
平
成
25
年
度
に

検
討
さ
れ
、
随
時
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
災
害
時
に
は
、
多
く
の
負
傷

者
が
出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
二
次
救
護
所
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。
耐
震
性
の
問
題
は
あ

る
が
、
こ
れ
だ
け
の
施
設
規
模
を
誇

る
病
院
で
あ
り
、
再
度
内
容
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

問 

小
笠
山
山
麓
開
発
へ
の
企
業
誘
致
は

い
か
に
進
め
て
い
く
か
。

答 

数
社
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
製
造
業
の
1
社
か
ら
進
出
申
出

書
の
提
出
を
受
け
、
建
設
す
る
工
場

建
屋
の
規
模
や
、
進
出
時
期
な
ど
検

討
を
進
め
て
い
る
。

問 

浅
羽
中
学
校
の
建
て
替
え
の
基
本
設

計
の
内
容
は
ど
う
か
。

答 

2
0
2
0
年
度
か
ら
3
年
間
か
け

建
て
替
え
を
行
う
。
中
校
舎
と
南
校
舎

は
2
棟
を
1
棟
に
集
約
し
3
階
建
て
と

し
、
普
通
教
室
、
職
員
室
、
図
書
室
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
や
地
域
交
流
室
を

配
置
す
る
。
北
校
舎
は
大
規
模
改
修
と

し
、
音
楽
室
な
ど
特
別
教
室
の
み
配
置

し
、
格
技
場
は
建
て
替
え
を
行
う
。

岡
本 

幹
男 

議
員

　

2
月
定
例
会
最
終
日
の
3
月
22
日
、
袋
井
市
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
議
員
提

出
議
案
と
し
て
本
会
議
に
上
程
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
、
平
成

31
年
4
月
1
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　

議
員
が
、
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
市
議
会
の
会
議
を
長

期
間
欠
席
し
た
場
合
の
欠
席
期
間
に
応
じ
た
議
員
報
酬
の
減
額

割
合
を
下
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
期
末
手
当
の
基
準
日
（
6
月
1
日
、
12
月
1
日
）

の
6
カ
月
前
の
期
間
に
、
議
員
報
酬
を
減
額
さ
れ
た
月
が
あ
る

場
合
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
そ
の
減
額
割
合
に
応
じ
て
減
額

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
務
上
の
災
害
や
出
産
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例

の
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
疑
義
が
生

じ
た
と
き
は
、
議
長
が
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
っ
て
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　
　

袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

あ
な
た
も
本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
や
常
任
委
員
会
な
ど
の
会
議
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
議
当
日
、
市
役
所
5
階
の
議
会
事
務
局

で
受
付
を
行
い
、
傍
聴
席
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
本
会
議
・
委
員
会
は
進
行
に
よ
り
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
〈
定
員
〉 

本
会
議
68
人　

委
員
会
7
人

防
災
対
策
の
推
進
を

浅
羽
中
学
校
の
建
て
替
え
は

産
業
・
商
業
振
興
策
を

欠席期間 減額割合
90日を超え180日以下であるとき 100分の30
180日を超え365日以下であるとき 100分の50
365日を超えるとき 100分の100

聖隷袋井市民病院
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●平成31年度一般会計歳入歳出予
算～防災費～

　臨時災害FM放送局アンテナ設置
手数料が計上されているが、どこへ

設置するのか。災害時においてどのよう
に対応するのか。

　現在保有している臨時FM放送機
材に係るアンテナを新しい袋井市防

災センターに設置するものである。災害
時に東海総合通信局に申請して、FMラ
ジオ放送の周波数を取得し、災害情報を
市民に周知するもので、現在、申請手続
きについて、簡略化できるように協議中
である。

●袋井市運動施設条例等の一部改
正について

　新総合体育館の料金設定につい
て、今までの体育館は他市と比べて

安く評判が良かったことから、使い勝手
や機能面で他施設との違いがなければ
利用者から納得を得られないのではない
か。

　周辺他市の施設と比べて突出して
高いわけではないと考えており、気

持ちよく利用していただけるようにサー
ビス面で対応していきたい。

●平成31年度袋井市公共下水道事
業特別会計予算

　地域内で処理している可睡の杜地
区の下水道管の接続の現状は。

　可睡の杜地区などを追加する事業
計画の変更を平成30年9月に行うと

ともに、接続に向けた準備として袋井第
7汚水幹線実施設計委託業務などを行っ
ている。引き続き、地元の方々と協議を
し、2022年から2023年頃に接続してい
きたい。

●平成31年度袋井市水道事業会計
予算

　給水車を導入する経緯と必要性
は。

　現在、応急給水する場合は、給水
体制が整うまで時間がかかってい

る。今回、加圧ポンプや給水栓が装備さ
れた給水車を購入することにより、給水
体制が整う時間が短縮され、受水槽など
の高い場所や離れた場所への給水も可能
となり、災害時の相互支援もできるもの
と考えている。

●袋井市公共施設等適正管理基金
条例の制定について

　基金の上限や目標を設定する構想
はあるのか。

　現状、個別施設計画がすべて完成し
ていないため、明確な目標はないが、

基金のスケール感としては、一般会計にお
ける公共施設の減価償却の累計額は、概ね
300億円であり、これを取得したときの状
態に戻そうとした場合、同じ額がかかると
いうことになる。この財源として、概ね9
割は地方債が充てられると仮定すれば、残
りの1割である30億円程度は備えておく必
要があるのではないかと考えている。

袋井市総合体育館のイメージ図
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平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
各
予
算
を
は
じ
め
、平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予

算
や
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
の
議
案
を
、各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
委
員
会

●平成31年度袋井市一般会計予算
～財産管理費～

　市の公共施設全体において、天井
落下改修完了の見通しはどうか。

　特定天井については、順次、改修
を進めてきているが、残っているの

は、袋井南コミュニティセンターの袋井
中央ホールなどの4カ所である。ホールに
ついては、音響の関係で、どのような設
計がいいか技術的に難しい部分があると
聞いている。それぞれ施設の所管課にお
いて状況を把握していることから、そこ
で検討がなされているものと認識してい
る。

民
生
文
教
委
員
会

●平成31年度袋井市一般会計予算　
～老人福祉費～

　敬老祝い金を減額した理由は。

　喜寿及び米寿の5,000円の祝い金
を、喜寿2,000円、米寿3,000円に

減額した。全ての事業を見直す中で、近
隣市への調査では、喜寿の祝い金の支出
がほとんどない状況であり、減額分につ
いては社会保障費に回していく。

建
設
経
済
委
員
会

●平成31年度袋井市一般会計予算
～都市計画総務費～

　袋井駅南田端商業土地区画整理
事業の進捗状況はどうか。

●平成31年度袋井市一般会計予算
～教育振興費～

　漢字検定及び算数検定実施業務
委託料について、会場や、実施日、教

員の関わりなど、どのように実施するの
か。

　試験会場は各学校で、平日の放課
後に実施し、11月の金曜日が試験

日となる。実施にあたってはコミュニ
ティスクールを活用し、ボランティアを
募って試験監督をお願いしたい。教員は
会場準備等には関わるが、極力負担にな
らないようにしていきたい。

　本年2月8日に農地転用の許可を受
けたため、業務代行者が4月から造成

工事に着手し、2020年2月頃には出店事業
者の公表を行い、2020年4月から建築工事
に着手し、2021年春に商業施設のオープ
ンを目指し順調に進んでいる。

特定天井の一例（改修前の袋井市議会議場）

駅南田端商業施設のイメージ図　（出典：株式会社静岡総合不動産）
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植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

　ラグビーは、両チーム合わせて30人の選手が
ボールを奪い合い、陣地を取るスポーツです。
手も足も使えるなど自由度が高いためルールが
複雑ですが、次の4つ原則が分かれば充分楽しく
観戦できます。①ボールを前に落としたり前に
投げるとダメ、②倒れた状態でプレーはダメ、
③危険なプレーはダメ、④ボールより前でプ
レーするとダメなど、選手には高いフェアプ
レー精神が要求されます。

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
＜５月市議会臨時会＞
５月14日（火) 常任委員選任等
＜６月市議会定例会＞
６月 3日（月）開会、議案の説明
　　11日（火）市政に対する一般質問
　　12日（水）市政に対する一般質問
　　13日（木）市政に対する一般質問
　　17日（月）議案の審査（常任委員会）
　　18日（火）議案の審査（常任委員会）
　　27日（木）委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

ラグビーを
楽しく観戦しよう！

５月市議会臨時会
６月市議会定例会のお知らせ

議案に対する議員の賛否

No.69

市議会

ボールを前に投げるのは
ダメだけど、前に蹴るのは
ルール違反じゃないよ！

（広報委員：森杉典子）

　安倍自公政権は、ローカル・アベノミクスと称して「地方創生」政策を打ち出し、『稼ぐ力をつける』という成長戦略を
自治体にも追及を始めさせている。本市でも、地方創生『稼ぐチカラ』向上戦略推進費や「ＩＣＴを生かしたまちづくり」
などが計上されている。こうした「開発優先、企業優先」の国の言いなりになるのではなく、待機児童解消、国民健康保
険特別会計への繰り出しをはじめ、暮らしや福祉を守る点に力を入れるべきである。以上のことから反対する。

　一般会計の予算総額は、339億6,000万円、前年度当初予算と比べると16億1,000万円、率にして5％の増である。予
算規模は過去最大となっており、「ラグビーワールドカップ2019™を活かしたまちづくり」や、「質の高い教育」の推進、
「多様性を活かしたまちづくり」など積極的な予算となっている。財政運営も「経常収支比率」は、まちの成熟化に伴い、
少しずつ高まりを見せているものの、「財政健全化判断比率」や「自主財源比率」は、概ね良好な値を示している。以上
のことから賛成する。

　市総合センター袋井商工会議所持ち分の土地、建物を買い取る必要はない。財政上からもその余裕がなく、市民の
利益に全くならない。また、商工会議所建設費補助金は必要性が認められない。以上のことから反対する。

討論（主なもの）平成31年度袋井市一般会計予算に対して

反　対 浅田二郎議員（日本共産党）

賛　成 鈴木弘睦議員（自民公明クラブ）

反　対 竹野　昇議員（無会派）

○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥
〈議長（髙木清隆）は、採決に参加しません。〉

賛否が分かれた議案
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2月
臨時会

専決処分の報告について（袋井市駐車場条例及び袋井市
自転車等駐車場条例の一部改正について） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

2月
定例会

平成31年度袋井市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
平成31年度袋井市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
平成31年度袋井市駐車場事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
袋井市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
袋井市老人福祉センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○


